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企画課関係 

１ 企画・政策 

(1) 総合計画の推進 

  ア 庁議の開催 

市政運営の基本方針及びこれに伴う重要施策の策定並びに方針等を審議するた

め調整会議（５回・政策：１２案件）、部長会議（１７回・政策：２６案件）を開

催した。 

イ 重要施策の企画調整 

  「県への要望」を取りまとめ、８月に市長から知事に対し要望書を提出した。 

（要望案件：６件）。 

ウ 第７次総合計画の推進 

第７次総合計画「チャレンジ１５プロジェクト」を着実に推進するため、財政、人

事、組織の所管部局と連携を図りながら、単年度計画(平成３０年度)を策定した。 

  エ 人口対策・地方創生 

地方創生関連交付金を活用し以下の事業を実施した。 

交付金分類 事 業 名 

推進交付金 

潜在ワーカー雇用対策事業（平成 28～30 年度） 

ツール・ド・とちぎを核とした地方創生推進（平成 29～31 年度） 

中山間地域における新規作物の導入と農林商工連携による 6 次

産業化（平成 29～31 年度） 

生活交通と観光交通の融合によるまちづくり（平成 29～30 年度） 

拠点整備 

交付金 

多世代交流音楽スタジオ整備事業 

障がい児等の出生から社会参加まで切れ目ない支援体制整備 

「屋台のまち」鹿沼の観光拠点整備計画 

(2) 行政評価の推進 

ア 政策評価 

   事務事業評価と連動した政策評価を実施公表した。 

(3) 広域連携組織への参画 

  ア 東武日光・鬼怒川線沿線活性化連絡協議会 

    沿線情報誌「降り鉄」を会員市に配布した。 

  イ 栃木県央都市圏首長懇談会 

    県央地域に共通する課題について意見交換等を行った（宇都宮市が事務局）。   

    広域連携（連携中枢都市圏）に関する視察調査に参加し、意見交換等を実施した。 

  ウ 県央地域公共交通利活用促進協議会 

    会員市町における公共交通の利活用促進の事例を共有し、意見交換を行った。 

また、モニターツアーを開催し利用促進を図った。（宇都宮市が事務局）   

 (4) 土地利用対策 

   鹿沼市土地利用に関する事前調整要綱に基づく「事前相談願い」の状況 

    相談３４件 受理１０件 

 (5) 都市交流の総括  

   さつき祭りへ交流都市を招待し交流懇親会を実施した。（足立区、墨田区、春日部市） 

 (6) 国際交流の推進 

   各種調査・照会に対応した。 
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２ 統計 
(1) 統計調査 

ア 学校基本調査（文部科学省所管：統計法基幹統計調査） 

    学校教育行政に必要な学校に関する基本的事項を明らかにすることを目的とする。 

   (ｱ) 調査期日：５月１日 

   (ｲ) 調査客体数：４６件 

イ 工業統計調査（経済産業省：統計法基幹統計調査） 

    工業の実態を明らかにし、産業政策、中小企業政策などの行政施策のための基礎

資料や、経済白書などの経済分析及び各種経済指標へのデータ提供を目的とする。 

(ｱ) 調査期日：６月 1 日 

(ｲ) 調査対象：製造業 ８０２事業所 

(ｳ) 調査区数：１４０調査区 

(ｴ) 調査員数：４６名 

(ｵ) 指導員数：３名 

(2) 各種表彰 

表彰種別等 受賞者名（敬称略） 受賞年月日  

総務大臣表彰 
平成 28 年経済セン
サス‐活動調査（調
査員） 

調査員 宇賀神 節子 H29 年 10 月 18 日 

経済産業省感謝状 
経済産業省所管統
計調査功労統計調
査員 

調査員 根本 勝美 H29 年 10 月 18 日 

栃木県統計協会 協会名誉会長表彰 

調査員 荒井 榮子 

調査員 竹澤 雄子 

調査員 山川 良子 

H29 年 12 月 11 日 

(3) 刊行物  

   「鹿沼市統計書」（平成２９年版） 

   市勢の現況を明らかにするため、基本的な統計資料を総合的に集録し発刊した。 

(4) 研修 

  ア 統計調査員確保対策の一環として、平成２９年１２月１１日開催の「栃木県統計

大会」に参加し、併せて研修会を実施した。 

    参加者：１２人 

  イ 栃木県主催「平成２９年度登録調査員研修」に、調査員８名を派遣した。 

・平成２９年７月２５日開催、会場：矢板公民館 １名 

・平成２９年７月２６日開催、会場：栃木県庁  ７名 

  ウ 総務省主催「平成２９年度登録調査員中央研修」に、調査員２名を派遣した。 

・平成２９年１２月５～６日開催、会場：総務省第２庁舎 


